
南箕輪村図書館だより 202５年10月号

イベント
　情報

10月の
カレンダー

『ジブリの食卓 千と千尋の神隠し』
　　　　編：主婦の友社
　　　主婦の友社（５９・シ）

　　　　

【開館時間】

◎火曜日～金曜日　午前10時～午後6時
◎土曜日・日曜日・祝日
　午前 ９時３０分～午後５時
                   　みなさん よくよむ

【電話】0265-73-4946

　
 

おはなしむら　

●日時　 10月18日(土)10：30～11：10
●場所　村民センター２階大会議室

●内容   絵本の読み聞かせなど 　　
　　　  　出演「 おりーぶ」のみなさん　　　　　　
　　　　工作「ハロウィンゆらゆらちょうちん 」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●対象　幼児～小学校低学年児童と保護者
＊申し込み不要です

新着本
児童書

・アニマルバスとゆうえんち　 　　　　　あさの　ますみ

・だれなの？　　　　　　　　　　　　　飯島　敏子/原作　　

・おばけのルルンとハロウインのともだち 大木　あきこ

・どんなトミカ？　　　　　　　　　　　つむパパ

・なかなかいえないウウントネ　　　　　いげた　ゆかり

『パンどろぼうと
　　　　スイーツおうじ』　
　　　作：柴田　ケイコ
 　KADOKAWA（絵本・ハ)

　

　　

・おばけとしょかん ３　　　　　　　　　斉藤　洋（低学年９１・サ）

・なんとかなる本 ５　　　　　　　　　　令丈　ヒロ子　（９１・レ）

・黒紙の魔術師と白銀の龍　　　　 　　　鳥美山　貴子　（９１・ト）　

・クレヨンしんちゃんのまんが世界遺産おもしろブック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白井　義人/原作（７０・ウ）

・3分間ミステリー 行間のシグナル　　　　早瀬　春　　  （９１・ハ）　

図書館ウェブサイト

ちいさなおはなしむら
　
●日時 10月10日(金)、10月24日(金)
　　　0・1歳児 10：00～10：30
　　　2・3歳児 11：00～11：30
●場所　村民センター2階和室
●内容　わらべうた＆絵本の読聞かせ
●対象　0歳～3歳までのお子さんと保護者
＊申し込み不要です

        むらとしょサロン「和綴じ本講座」
●日時　10月25日（土）
　　　　１３：００～１５：３０
●会場　村民センター2階大会議室
●講師　鈴木　信さん（製本工房 紙志乃 ）
●内容　和綴じ本とレターケースを作ります
●対象　一般
●材料費　500円
●定員　   15名
●申込方法　図書館窓口・電話７３－４９４６・
　　　　　　インターネットでお申込みください

☆読書週間が始まります
●期間　10月28日（火）～11月9日（日）

　第79回読書週間の標語は,
「こころとあたまの、深呼吸。」です。
　図書館でも読書に関連したイベントを実施
　します。
・みなさんの心の残る1冊を教えてください。
　書いてくれた方には、まっくんのエコバックをさしあげます。
（1家族1枚まで）
・リサイクル本市　11月１日（土）～９日（日）
　毎年恒例のリサイクル本市です。おひとり10冊まで。随時リ　　　
サイクル本を補充しますのでお楽しみに！

　　　　『おばけのやだもん
 　　　　　　ちゅるちゅる うっどーん！』                                

　　　　　   　　  作：ひらの　ゆきこ   
　　　　　  　 教育画劇（絵本・オ）
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9月のベストリーダー
（8月21日～9月20日）

１　月収　　　　　　　　　　　　原田　ひ香　　　   6回
２　マスカレードライフ　　　　　東野　圭吾　　　    5回
２　カフネ　　　　　　　　　　　阿部　暁子　　        5回

２　架空犯　　　　　　　　　　　東野　圭吾　　　　5回
５　謎の香りはパン屋から　　　   土屋　うさぎ　　　4回
５　新・浪人若さま新見左近 ２０  佐々木　裕一　　　4回
７　国宝 下　　　　　　　　　　  吉田　修一　　　　3回
７　蛍たちの祈り　　　　　　　　町田　そのこ　 　  3回 
７　あなたが僕の父　　　　　　　小野寺　史宣　　　3回
７　今日未明　　　　　　　　　　辻堂　ゆめ　　　   3回
７　世子の守札　　　　　　　　　千野　隆司　　　　3回
７　酒豪DARKNESS　　　　　　恩田　陸　　　　   3回
７　バンクハザードにようこそ　　中山　七里　　　   3回　
７　エンドロール　　　　　　　　今野　敏　　   　   3回
７　中にいる、おまえの中にいる　歌野　晶午　　　   3回
７　チョコレート・ピース　　　　青山　美智子　　   ３回

７　しふく弁当ききみみ堂　　　　冬森　灯　　　　   3回
　　

新着本
一般書

　　　　　　『本でした』
　　　又吉直樹・ヨシタケ シンスケ　
　　　　ポプラ社（９１３・マ）

　

　　　　『あやかしたち』
　　「しゃばけ」シリーズ２４　　 　
　　　　　　畠中　恵
   　 新潮社（９１３・ハ）

『大人も読みたいこどもの本２００』
              　　
  　マガジンハウス（０１９・オ）

保護者の方のおすすめ本

児童書

　　テーマ『カラダを動かしてみませんか？』
　10月に入り、過ごしやすい日が続くようになりました。

スポーツの秋です！ウォーキングやストレッチなどで、体を動かしてみるのはいかがでしょ
うか？
　今月は、「ウォーキング」や「ストレッチ」「体操」などの本を特集します。

一般書

　〈絵　本〉

１　そらの１００かいだてのいえ　いわい　としお 　13回
２　ノラネコぐんだんパンこうじょう　工藤　ノリコ 11回
３　ノラネコぐんだんそらをとぶ　　　工藤　ノリコ 10回
４　バム とケロのもりのこや　　　　  島田　ゆか　   9回
４　ノラネコぐんだんおすしやさん　　工藤　ノリコ   9回
４　ノラネコぐんだんアイスのくに　　工藤　ノリコ   9回
４　ぬまの１００かいだてのいえ　　　いわい としお  9回　　
８　大ピンチずかん 3 　　　　　　     鈴木 のりたけ  8回 
８　アニマルバスとほしまつり　　　　あさの ますみ  8回　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
８　パンどろぼうとほっかほっカー 　  柴田　けいこ   8回
　〈児童書〉
１　おまつりのおばけずかん　　　　　斎藤　洋　 　  7回 
１　鬼滅の刃 ６　　　　　　　　　　  吾峠　呼世晴   7回
１　鬼滅の刃 ７　　　　　　　　　　  吾峠　呼世晴   7回
１　絶叫学級 ３６　　　　　　　    　 いしかわ えみ  7回　　
１　絶叫学級 ４１　　　　　　　    　 いしかわ えみ  7回
６　世界一クラブ ２　　　　　　　     大空　なつき   6回

　　　　　　　　　

　　
　　　　　　　　　　

「 あの荒野に花束を」

ペンネーム　古羽　谷史さん（ふるはね　やし）　　　　　　　　　
　　　　　　

　※こちらのコーナーで、おす

　すめ本や絵本にまつわるエピ
　ソードを紹介してくださる方
　を募集しています。
　　職員にお気軽にお声がけく
　ださい。

・住まいの昭和図鑑　　　　　　　　小泉　和子（５２７・コ）
・あの人を脳から消す技術　　　　　菅原　道仁（４９８・ス）
・ それってホントに子どものため？  柴田　愛子（３７６・シ）
・型やぶりの至極ごはん　　　　　　ちぇる　　（５９６・チ）
・エレベーターのボタンを全部押さないでください
　　　　　　　　　　　　　　　　　川内　有緒 （９１４・カ）
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

・新・教場 2　　　　　　　　　　　　長岡　弘樹
・8番出口　　　　　　　　　　　　　 川村　元気
・一心同体だった　　　　　　　　　　山内　マリコ
・スワイプ厳禁　　　　　　　　　　　知念　実希人
・冷蔵庫探偵 蔵前怜子　　　　　　　  遠藤　彩見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「これをヴィーちゃんに。」家族がユリの花を抱えて帰ってきた。「ヴィー」というのは我が家の犬。去年13歳で亡く
なって、雲ひとつない真っ青な空に昇っていった。病気が見つかった時、できる治療はない状態であった。

　大きく咲いたユリの花の香りが、私のいる台所までしっかり届いてくる。そのユリの花と偶然同じ高さに飾ってある写真
の中のヴィーの鼻が、ひくひくと、今にも動きそうな気がして何度も見てしまう。

　
　ヴィーの病気が見つかった後、ある日、子どもが国語の音読の宿題で「ずーっとずっとだいすきだよ」を読んだ。主人公
の「ぼく」と一緒に大きくなった愛犬エルフィーが年を取り、散歩を嫌がるようになり、心配され連れて行かれた病院で、
獣医さんに何もできることはないと言われる。病気がわかってからもぼくは毎日大好きな気持ちをエルフィーにしっかり伝
え、ある日エルフィーは天国に行く。
　

　ふと読みたくなって、図書館に走った。本を開くと、当時子どもが最後まで音読をやり切ったことを思い出す。私は、音
読を聞きながら泣いてしまったけれど、子どもは我慢していたのだろう、読み終えた瞬間にわーっと泣き出して、二人して
オイオイ泣いた。お互いに、我が家の犬をエルフィーに重ねてみているのがわかって、二人で犬をなでてまた泣いた。

　ヴィーは今頃、空で走り回っているだろうか。ユリの花の香りに気づいて立ち止まり、鼻を動かしているだろうか。子ど
もは今日もヴィーの前に置いたお皿の水を替え、布団に入っていった。子どもの「ずーっとずっとだいすきだよ」の気持ち
はきっと空まで届いている。

『ずーっとずっとだいすきだよ』
　ハンス・ウィルヘルム　えとぶん
　久山　太市　やく
　評論社　　　　　　


